
 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の生活目標 

 体と心をきたえよう 

 

 

「令和５年度の運動会の実施について」 

運動会担当 

今年度の運動会は６月３日(土)の開催を予定し

ております。熱中症への対策のため、午前開催とな

ります。熱中症や新型コロナウイルス感染症への対

策を行いながら、安全で楽しい運動会を行えるよう

に、また、全校選抜リレーの実施や応援団の復活な

ど、競技・演技の内容や参観方法を、新型コロナウ

イルス感染症拡大前の状況に少しでも近づけられ

るように検討中です。全教職員一丸となって子供た

ちにとって価値のある、安全な運動会を作り上げて

まいりますので、ご理解・ご協力のほど、よろしく

お願いいたします。 

～お願い～ 

・今年度も、昨今の気象状況から、児童席にテント

を設置する予定です。テントの片付け等には多く

の手が必要になりますので、お手伝いのご協力を

お願いいたします。 

・運動会会場内での飲食・飲酒・喫煙はご遠慮くだ

さい。また、当日は公園内のごみ箱は使用せず、

ごみはご家庭に持ち帰っての処分をお願いいた

します。 
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新型コロナウイルス感染症に対する 

5月 8日以降の対応について 

 

＊5月 8日から、新型コロナウイルス感染症の位

置づけが２類相当から５類に引き下げられる

ことに伴い、毎朝提出していただいていた健康

観察カードを廃止いたします。 

＊給食の配膳の際は、衛生面の観点から給食当番

はマスクをしますので、マスクを持たせてくだ

さい。 

＊体調が優れない場合は、無理をして登校せず、

ご家庭で休養するようにお願いいたします。 

 

その他、変更などがありましたら随時連絡さ

せていただきますので、ご確認ください。 

     コロナ禍で得たもの 

副校長 幸村 香代子 

皆さん、初めまして。今年度から花園小学校に副

校長として、着任しました幸村香代子です。一人一

人の子供たちに寄り添える学校づくりに貢献できる

よう尽力してまいります。 

さて、今回、初めての学校だよりの巻頭文に何を

書こうか悩みましたが、変わり目を迎えつつある

「コロナ」について思うことを、書いていきたいと

思います。 

思い起こせば、令和 2年 2月 28日夕方の発表で

新型コロナウイルス感染症予防のため、学校は臨時

休校となりました。あれから、分散登校なども経験

し、３年の月日が経ちました。あの頃、子供たちは

急に友達に会えなくなり、大人は在宅勤務。不要不

急の外出は控えるよう言われ、マスクを着ける日々

となりました。当時、特別支援学級の低学年を担任

していた私は、感覚過敏のある子がマスクを毎日着

けることができるかと心配したものです。しかし、

どの子も学校が再開されるとマスクを着ける生活に

あっという間に順応したことに驚かされました。そ

して、感染症予防のための毎日の検温、健康観察、

手洗い、ソーシャルディスタンス、黙食など、新し

い生活様式が、どんどん学校にも入り込み、その全

てに子供たちは慣れながら、その中で成長をしてき

た３年間でした。 

 いよいよ 5月 8日からは、新型コロナ感染症の分

類が、5類に引き下げられ、私たちの日常は、コロ

ナ禍前に、戻っていくと言われています。「ピンチ

はチャンス」という言葉をよく聞きますが、新型コ

ロナウイルス感染症の流行は、私たちに、健康であ

ることの幸せ、家族の大切さ、当たり前の生活のあ

りがたさなどに気付く機会を与えてくれたように思

います。 

 学校も少しずつ元のスタイルに戻りますが、日々

の手洗いや、ハンカチの所持など、感染症から自分

の身体を守るための生活様式や衛生面でのマナーは

大切にしていきたいものです。また、コロナ禍でも

自分らしさを忘れずに元気に過ごしていた子供たち

の「強さ」は、私たち大人に勇気を与え、多くを教

えられたような気もしています。コロナ禍で得た知

恵や行動を無駄にせず、今後の生活に生かしていけ

ることに期待しています。 
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まなびの教室から 

特別支援教室専門員 

本校では、毎週木曜日に「まなびの教室」の巡回指導を行っ

ています。 

子供たちは、それぞれに得意なことや苦手なことがありま

す。苦手なことがあっても成長するにつれて、できるようにな

ることもありますが、対処方法を身に付けていかなければなら

ないこともあります。子供たちの中には、学習は理解できるけ

ど、他の面で「困り感」を持っている子もいます。ご家庭で見

ていて気が付かなかったことでも、学校という同じ年の子の集

団の中で、見えてくる困り感があります。例えば、 

・集団行動が苦手で、友達とうまく関われない。コミュニケー

ションがうまくとれない。 

・落ち着きがなく、（時を考えず）ぱっと自分のしたいことを

する。 

・勝ち負けや順番にこだわり、ゲームに参加できない。 

・物の優先順位がわからず、何から手をつけていいかわからな

くなってしまう。 

・見通しがもてず、新しいことに取り組むのが苦手で、不安感

が強い。 

・聞く・話す・書く・読む・推論することのうち、特定のもの

に困難さがある。 

・体の使い方が不器用で、自分の思い通りに動けない。  

こんな困り感をもつ児童が学ぶ場がまなびの教室です。本

人たちの困り感に合った課題や支援を行い、困り感の改善を

図っていきます。（利用期間は、原則１年間です。） 

授業参観等でお子さんの様子を見て気になること、担任か

らのお子さんの様子を聞いて気になるようなことがありまし

たら、まずは、担任の先生と相談して下さい。また、本校に

は週３日（火水金）、ＳＣが勤務していますので、そこへの相

談もできます。 

お子さんの健やかな成長を支援していきたいと思います。      

 

 


